
令和８年８月４日 
川崎市教育委員会事務局 

令和８年度 地域の多様な主体による放課後プログラム実施マニュアル作成事業委託について 
 

No 質問内容 回答内容 

１ 

実証実験の実施に関して、久末小学校にて実施する 3 件のプログラ

ムにおいて、プログラム内容に応じた『材料費等の実費（参加費）』を

保護者から徴収することは可能でしょうか。あるいは、本委託料（330

万円以内）の中で全額処理することを前提としていますでしょうか。 

 プログラム終了後に、参加者の私物となるような教材については実

費を保護者から徴収することは可能です。 

 ただし、学校敷地内で公が行う事業となりますので、今後、様々な

実施主体にプログラムを企画していただく際の参考となるように、金

額の設定、徴収方法、徴収するタイミングなどについて、今後の運営

が円滑に進むようなご提案をいただきたいと考えております。 

２ 

実証実験を行う久末小学校の施設利用にあたり、学校内の設備（体

育館、理科室、プロジェクター、Wi-Fi 環境等）の利用可否について

ご教示ください。 

 一般教室以外の諸室（特別活動室、体育館、理科室等）については、

学校側と調整の上で、基本的に利用することが可能です。 
 なお、今後、各学校で展開していくためには、安全管理の観点等か

ら使用した部屋と昇降口との導線上にできるだけ一般教室を通らな

いなどの考慮が必要と考えており、実証実験の実施場所が限定される

ものより、できるだけ様々な諸室で実施可能な内容を優先にご提案い

ただきたいと考えております。 

 

 なお、設備について、各諸室に備え付けのもの（イスや机）につい

ては利用いただくことが可能ですが、プロジェクターなどの備品や 

Wi-Fi 環境については、基本的に実施主体者に用意いただく形でご検

討ください。 
 


